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──「ブライダル発表会2015」を振り返る──
The Meaning of Active Learning and Practice
　　Look back on “SAIJO BRIDAL PRESENTATION 2015”　　
齊藤　彰
SAITO Akira
要旨：「ブライダル発表会2015」にて発表された１作品の作成過程で行った実際の講義とグルー
プワークを振り返り、アクティブ・ラーニングを考える。
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１．はじめに
　最近の授業形態に「アクティブ・ラーニング」が挙げられる。文部科学省によるとアクティブ・
ラーニングとは、「教員による一方向的な講義形式の教育とは異なり、学修者の能動的な学修へ
の参加を取り入れた教授・学習法の総称。学修者が能動的に学修することによって、認知的、倫
理的、社会的能力、教養、知識、経験を含めた汎用的能力の育成を図る。発見学習、問題解決学
習、体験学習、調査学習等が含まれるが、教室内でのグループ・ディスカッション、ディベート、
グループ・ワーク等も有効なアクティブ・ラーニングの方法である。」１と説明している。つまり
講師が一方的に講義を行うのではなく、受講者が能動的に授業に参加する形態を指すが、その捉
え方には、グループワークや課題に基づく調査研究から演習まで様々であり、単にグループワー
クを「アクティブ・ラーニング」と表現することもあるようだ。しかし、学生が有効な
「Learning（学習）」を行うためには、学生が単にグループワークに参加し、グループワークを体
験するだけでなく、自発的に意見を交わし、発想していけるよう、講師が学生の発言やアイディ
－183－
埼玉女子短期大学研究紀要　第35号　2017.03
－184－
アに対しヒントとなる肯定的な意見を付け足すことが大切と感じている。そして、学生がさらに
発展した意見や発想を構築していき、最終的に第三者にその考えのまとめを表現する機会をもっ
てこそ「アクティブ・ラーニング」が公の場で功を奏する。本ノートでは、ひとつのケースとし
て婚礼の新商品を企画・発表した2016年２月実施の「ブライダル発表会2015」のグループワーク、
講義、当日の発表を振り返り、アクティブ・ラーニングを考えてみたい。
２．「ブライダル発表会2015」の１作品紹介
　2015年度に行ったブライダルの発表会では、４つのグループがそれぞれ考案した商品をブライ
ダル業界人の前で発表した。今回はその中の１作品を紹介する。
タイトル名「Make your dream」／グループ名「未来へ」
　グループ（短期大学女子学生６名）ワークにて、現在の婚礼は女性を中心としているものが多
く、参加したゲストとの距離を感じるという意見が多く出された。実際に結婚予備軍へ結婚式に
対してのイメージをアンケート調査し、アンケートの回答に対して改善案として「ゲストと距離
が近い結婚式」、「二人が主役の結婚式」をコンセプトに既存の結婚式・披露宴を見直す新しい婚
礼商品を発表した。
２．１．発表の導入
　結婚予備軍へのアンケートにより現在の結婚式にはどんなイメージ・印象があるのかをヒアリ
ングし、まとめたものを提示した。２
結婚式のイメージ
（1） 女性が主役というイメージが強い
（2） 女性が目立つセレモニーが多い
（3） 女性のドレスに比べ、男性は限られていそう
　
　結婚式に対しての悪いイメージ
アクティブ・ラーニングの捉え方とグループワークの実践
（1） 準備が面倒
（2） 男性は脇役
（3） 堅苦しい
（4） お金と時間が掛かる
　結婚式に対しての良いイメージ
（1） 楽しそう
（2） 皆に会える
（3） 感謝の気持ちを伝えられる
（4） 美味しい料理が食べられる
２．２．企画内容の発表
　上記「２．１．発表の導入　結婚式に対しての悪いイメージ」で多かった回答、三項目の改善
案を挙げた。
　（1） 「準備が面倒」
　　・打ち合わせに時間が掛かる
　　・打ち合わせは現地に行かないと出来ない
の二つの観点から、新郎新婦にモバイル端末を貸し出すことを提案した。これによりSkype
の利用が可能となり、現地での打ち合わせ回数を減らし、婚礼衣装や小物も自宅で気軽に確
認することが可能となる。
　（2） 「男性は脇役」
　　・結婚式の準備から新郎新婦二人で楽しみたい
　　・打ち合わせや準備を通して、さらに結婚式に関して学びたい
　　の二つの観点から、「プレ・カナ・セミナー」、「新郎のメンズアップ講座」「ペアストレッ
チ」を提案した。「プレ・カナ・セミナー」３では、結婚式に関しての予備知識をモバイル端
末で学習する。「新郎のメンズアップ講座」では、女性のエステ同様に、男性も美容エステ
を受け、併せて当日のゲストへの気遣いやレディーファースト等のマナーを学ぶ。また、新
婦がエステを行っている時間を利用して、新郎にはブライダルアイテム作りを楽しんでもら
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い、出来上がったものを新婦へのサプライズプレゼント４とする。「ペアストレッチ」では、
マリッジブルーを解消する目的もあり、新郎新婦のスキンシップを図る。
　（3） 「堅苦しい」
　　・ゲストとの距離が近い結婚式が行いたい
　　・サプライズを取り入れたい
　　の二つの観点から、既存のテーブルプランに変え、新しい会場レイアウトプランを提案した
（図表２）。特にアンケートでは、来てくださったゲストに感謝の気持ちを伝えたい、当日
はゲストと近い位置で食事を楽しみたいという意見も多いことから、立食・ビュッフェ・ス
タイルの会場レイアウトを提案し、新郎新婦の着席するメインテーブル（高砂）からテーブ
ルをなくし、ソファーに着席することで、新郎新婦とゲストの距離を近づけた。また、この
ソファーを新郎新婦のオリジナルデザインで作成し、披露宴後は自宅ソファーとして使用す
ることを提案した。
（4） その他
・おもてなしの観点から、新郎新婦入場の進行を置き換え、新郎新婦が会場で迎賓を行い、「ゲ
スト入場」とした。
・「引き出物の必要性を感じない」というアンケート回答に対し、引き出物の歴史と意味を発
表し、引き出物を見直した提案を行った。
最後にグループメンバーの感想や婚礼に関する考えを発表し、グループのまとめとした。
図表２：立食・ビュッフェの会場レイアウト
アクティブ・ラーニングの捉え方とグループワークの実践
３．グループワークの実践
　さて、今回グループワーク開始にあたり、「既存の結婚式において時代に合わない進行内容、
学生世代の価値観に合わない慣習」に関して講義し、学生に考えさせた。「２．」の「Make 
your dream」に限らず、他の３グループにも既存の結婚式における進行、演出を見直すアイ
ディアや演出が多く見られた。４
　それでは「Make your dream」という作品をまとめるまでの過程で、『２．２．企画内容の発表
（3）「堅苦しい」ゲストと距離が近い結婚式が行いたい』に関するグループワークを例に講師の
ヒント（アドバイス）と学生の発想の展開を振り返りまとめる。
３．１．第一段階
　第一段階では、『２．２．企画内容の発表（3） 「堅苦しい」ゲストと距離が近い結婚式が行いた
い』に関して、学生がグループとしての結論を導き出すため、講師は問題解決のヒントを与えて
いる。
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３．２．第二段階
　第二段階では、グループが結論として出した内容をさらに発展できないか可能性を与える。
　第二段階では、「堅苦しい」を解決し、「ゲストと新郎新婦の距離を近づける」という議題に対
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して、「ゲストとの距離を縮める」を解決しながらも「ソファー作り」という新しい商品と「衣
装を全体で見せることができる」という新メリットが生まれた。
３．３．第三段階
　第二段階では『２．２．企画内容の発表（3）「堅苦しい」ゲストと距離が近い結婚式が行いた
い』に対して、会場レイアウトを見直すことで新しい商品やメリットを発見した。第三段階では、
第二段階のように出されたアイディアをさらに発展するのではなく、別の演出、ものに置き換え
て考えるようにヒントを与える。今回は会場レイアウトで考えていた「ソファーを使う」という
アイディアを同じコンセプト「ゲストとの距離を近く」＝「自宅に招いたような」のもとで、
「表札を使う」にアイディアを導いている。
　このように第三段階では、『（3）「堅苦しい」ゲストと距離が近い結婚式が行いたい』の議題に
対して新しい答えに導くことができた。
３．４．その他
　「Make your dream」の中では、他にもわかりやすい展開が見られる。
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・「新郎新婦入場」
・「引き出物」
４．おわりに
　今回、実際の発表会に至るまでの作業過程を振り返ることで、アクティブ・ラーニングという
教育方法を考えてみた。高等教育においては徐々にアクティブ・ラーニングが導入され始めてい
Ꮫ⏕                   ㅮᖌ 
 
 
 
 
        Ў 
  ࢤࢫࢺ࡟ឤㅰࢆ⾲ࡍᐗࢆ⪃࠼ࡿ 
        Ў 
  ㏄㈱࣭᪂㑻᪂፬ධሙ࡛ࡣ࡞ࡃ 
ࠕࢤࢫࢺࠖධሙ 
ࢢ࣮ࣝࣉ࣮࣡ࢡ㆟㢟㸸 
ឤㅰࡢẼᣢࡕࢆ࠾ࡶ࡚࡞ࡋ࡛⾲⌧ࡋࡓ࠸ 
ㅮ⩏㸸 
᪂㑻᪂፬ࡢ❧ࡕ఩⨨ 
ࠕᮍ᮶࡬ࠖࢢ࣮ࣝࣉࡢ⪃࠼᪉ࡣ㸽 
ࣄࣥࢺ 
ࢤࢫࢺ࡟⚃ࡗ࡚ࡶࡽ࠺❧ሙ࡛࠶ࢀࡤ 
 Ѝ୺ᙺ࡜ࡋ࡚᪂㑻᪂፬ධሙࡢ₇ฟ 
ࢤࢫࢺ࡟ឤㅰࢆ⾲ࡍ❧ሙ࡛࠶ࢀࡤ 
 Ѝ᪂㑻᪂፬ධሙ㸽Ѝㄡࡀධሙࡍࡿ㸽 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
アクティブ・ラーニングの捉え方とグループワークの実践
るが、まだまだ初等中等教育においては講義形式の授業が一般的であるため、受動的な授業で
育った学生を能動的に授業に参加させることは大変である。そして、ますます能動的な授業が求
められる中で、単にワークを与えるだけでなく、より効果を上げるための手法を考え、能動的に
動かすためにヒントを与えていかなければいけない点で、アクティブ・ラーニングを実践する講
師の責任はさらに大きくなる。
　最近流行っている演出でプロジェクション・マッピングがある。以前のように単に映像を建築
物に投影するだけでなく、レストランで料理の提供を待つ間に、テーブル上に小人が調理する映
像を映し出すことで客を飽きさせない演出を行ったり、美術館の絵画と映像が融合することで動
きのある鑑賞が可能になったりと、技術というより使い方、アイディアによってプロジェクショ
ン・マッピングの可能性が広がっている。同じようにアクティブ・ラーニングにもまだまだ可能
性や未知の用い方があると考える。今後も高等教育におけるアクティブ・ラーニングの手法やそ
の実践方法に注目していきたい。
注
１．文部科学省　用語集『アクティブ・ラーニング』 
http://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/toushin/_icsFiles/afieldfile/2012/10/04/1325048 
_3.pdf，2016年11月．
２．アンケート調査 
調査日：2016年10月22日、23日の2日間 
対　象：短期大学学園祭に来学した関東在住の10代後半から20代前半の男性80名 
方　式：無記名のアンケート
３．「プレ・カナ・セミナー」とは、結婚講座のことで、結婚を予定しているカップルが、結婚生活の
先輩である年配者から教えを受けたり、婚約中のカップル同士で結婚生活についてディスカッ
ションを行ったりすることをいう。 
BIA人材育成委員会『アシスタントブライダルコーディネーター　テキスト』 
公益社団法人日本ブライダル文化振興協会，2011，30頁．
４．グループワークに参加した学生は１年次に婚礼の基礎に関しては学習している。つまり、婚礼の
歴史、挙式・披露宴の進行スケジュールや進行内容を理解した上で、グループワークに参加して
いる。
５．引き出物とは、感謝を込めた記念品で、祝宴の席で主催者が出席者に贈る贈り物のこと。「引き
物」ともいう。披露宴では、招待客に新郎新婦及び両家が送る品物のこと。昔、馬車から馬を引
き出して、お土産品を積んでお持ち帰りいただいたところから引用している。
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　　『ブライダル用語辞典』公益社団法人日本ブライダル文化振興協会，2000，87頁．
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